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~
町
議
会
渋
川

J
J

ア
コ
γ
ぷ二一

町
の
予
算
総
額
れ
ボ
億
因
子
、八
百
三
・
一
以
一
同
に
吟

ダ
曲
震
山
村
地
域
活
性
化
対
策
整
備
・
一
費
量
補
正
ぷ

L
、
継
続
審
査
と
決
定
。

'.' 

、、

第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
、
+
二
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
開
催
さ

れ
、
町
長
の
行
政
報
告
の
あ
と
各
委
員
会
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
続

き
六
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
条
例
案
四
件
の
審
犠
、
一
般
議
案
四
件
の

審
犠
の
あ
と
、
昭
和
六
+
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
選
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
意
見
案
二
件
、
陳
情

一
件
審
織
に
続
い
て
追
加
餓
案
と
し
て
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の
給
与
改

定
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

図
委

員

会

審

査

報

告

-
昭
和
六
十
二
年
度
今
金
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
原
案
を
可
決
す
べ

五
円
)
の
引
き
上
げ
、
諸
手
当
は
扶
養

手
当
、
配
偶
者
月
額

一
六、

0
0
0
同

(現
行

一
五、

O
O
O同
)配
偶
者
が
い
な

い
場
合
内
扶
養
親
族
の
う
ち

一
人
に

一
O
、
五

O
O
同

(
現
行

一
O
、
0
0

0
円
)、
住
居
手
当
は
月
額
二
O
、五

O

O
円
を
超
え
る
家
賃
を
支
払
っ
て
い

る
職
員
の
二
分
の

一
加
算
限
度
額
月

額
一
一
、
五

O
O
円
(
現
行
八
、
五

O

O
円
)
に
各
々
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
意

見

案

・
要
望
書

の
審
議

-
4
4
町
市
場
解
放
阻
止
に
関
す
る
要

望
意
見
書

・
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
の
徹
底
究
明
と

政
治
倫
理
の
確
立
を
要
望
す
る
意
見

各
々
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
.

悶
農
山
村
地
敏
活
性
化

対
策
整
備
事
業

と

は

農
産
物
の
輸
入
自
由
化
な
ど
、
農

業
鹿
山
村
を
取
り
巻
く
深
刻
な
諸

情
勢
町
中
で
、
就
業
機
会
内
増
大
と

生
産
肉
体
質
強
化
を
通
じ
た
所
得
的

向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
鹿
山
村
地

域
内
活
性
化
を
緊
患
に
推
進
し
よ
う

と
す
る
事
業
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
町
と
農
協
が
各
々

事
業
主
体
と
な

っ
て
、
牒
家
経
済
的

安
定
作
物
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い
る

き
も
の
と
決
定

(詳
細
は
六

。
七
面

-
陳
情
第
四
号
国
営
今
金
東
部
地

区
股
地
開
発
事
業
推
進
に
つ
い
て

国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
開
発
事

業
に
お
い
て
は
、
当
初
計
画
五
百
二

十
二

P
の
開
発
計
画
で
あ
る
が
、
現

況
の
農
業
情
勢
と
経
済
状
況
で
は
、

到
底
不
可
能
の
状
況
に
あ
り
、
せ
め

て
採
択
基
準
面
積
四
百
二
十
か
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
本
陳
情
は
止
む

を
得
な
い
も
の
と
判
断
し
、
そ
の
趣

旨
を
探
択
.

陳
情
第

一
号
花
石
小
学
校
の
改

築
に
つ
い
て

地
域
内
諸
事
情
に
つ
い
て
、
な
お

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と
判
断

• • 
今
金
男
し
ゃ
く
の
貯
蔵
施
設
と
機
能

的
な
選
別
機
を
新
し
く
し
て
牒
家
経

済
的
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す。
総
事
業
資
五
億
六
千
四
百
五
万
同

で
、
そ
の
財
源
と
し
て
道
賀
補
助
金

二
億
八
千
二
百
二
万
五
千
円
、
町
賢

二
十
五
万
円
、
農
協
負
担
分
二
億
八

千
百
七
十
七
万
五
千
円
で
今
年
八
月

末
に
は
完
成
の
干
定
で
す
。

図
今
金
狩
場
太
政
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
普
及
と

町
内
活
性
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、

郷
土
芸
能
に
成
長
し
た
狩
場
太
鼓
の

盤
側
充
実
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。
現
在
の
狩
場
太
鼓
の
楽
器
編
成
は

和
太
鼓

一
色
で
あ
り
、
こ
れ
に
附
締

太
鼓
を
加
え
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

豊
か
な
創
作
曲
編
成
を
目
指
す
た
め

に
次
の
品
目
を
「
自
治
宝
〈
七
助

成
」
を
受
け
て
購
入
す
る
。

・
購
入
品
目
長
胴
太
鼓
必

HJ
M
一

個
、
祭
礼
用
お
勺
灯
二
倍
、
附
締
太

放
祭
礼
用
二
丁
掛
六
個
、
並
附
六
個
、

太
鼓
ケ

l
ス
川崎
勺
灯
時
号
1
個
‘
祭

礼
用
部
勺

μ
二
個

祭

礼

用

(
附
締

用
)
十
二
個

・
事
業
費
総
額
は
二
百
二
十
万
問
、

狩
場
太
鼓
保
存
会
負
担
二
十
万
円
、

自
治
宝
く
じ
助
成
二
百
万
四
で
す
。

ロ
主

な

条

例

審

議

-
今
金
町
減
償
基
金
条
例
制
定
に
つ

い
て随

全
財
政
を
維
持
し
て
行
く
た
め

に
高
利
率
等
で
借
入
れ
、
ま
た
は
返

済
可
能
な
町
償
を
償
還
す
る
た
め
に
、

前
も

っ
て
減
償
基
金
と
し
て
梢
み
立

て
て
お
き
、
町
償
の
償
還
の
財
源
等

に
充
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

・
高
林
文
庫
基
金
の
管
理
及
び
運
用

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
一
日
高
林
タ
エ
子
氏

(
神
奈
川
県
在
住
)
か
ら
受
け
た
五

百
万
円
(
広
報
十
一
一
月
号
掲
載
)
を

原
資
と
し
て
、
基
金
か
ら
生
ず
る
収

益
を
文
庫
図
普
賢
と
し
て
購
入
す
る

も
の
で
す
。

。
昭
和
六
十
三

年

度

各

会

計

補

正

予
算

一
般

会

計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
四
千
九

百
五
十
三
万
八
千
同
を
追
加
し
、
子

算
総
額
五
十
三
億
八
千
百
六
+
九
万

一
千
同
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
向
主
な
も
の
は
道
営
福
祉
住

宅
繰
上
償
還
外
二
件
の
繰
上
げ
償
還

金

一
億
五
百
十
二
万
五
千
問
、
滅
償

基
金
積
立
金
二
億
五
千
万
円
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
扶
助
費
四
百
四

十
六
万
三
千
円
、
季
節
労
働
者
就
労

対
策
事
業
費
一
千
四
十
六
方
三
千
円
、

鹿
山
村
地
域
活
性
化
対
策
事
業
費
補

助
金
二
億
八
千
百
七
十
七
方
五
千
円
、

雪
ま
つ
り
協
賛
事
業
補
助
金
百
万
円
、

高
林
文
庫
基
金
積
立
金
五
百
万
問、

今
金
狩
場
太
被
助
成
金
二
百
万
円
、

職
只
の
給
与
改
定
に
と
な
も
う
人
件

費
と
し
て
六
百
七
十
一
万
三
千
円

各
々
の
追
加
で
す
。
こ
の
財
源
と
し

て
町
税
八
百
二
十
五
万

一
千
問
、
地

方
交
付
税

一
千
三
百
三
十
七
万
五
千

円
、
国
庫
支
出
金
五
百
二
万
五
千
円
、

道
支
出
金
二
億
八
千
四
百
十
五
万
円
、

寄
付
金
五
百
万
円
、
財
政
調
整
基
金

と
り
く
ず
し
の
繰
入
金
三
億
五
千
五

百
十
二
万
五
千
円
等
が
充
て
ら
れ
ま

し
た
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
九
十
二

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
七
億
五

千
二
百
五
十
六
万
四
千
問
と
な
り
ま

し
た
。歳

出
向
主
な
も
の
は
、
助
産
給
付

• • 
賞
百
四
十
三
万
問
の
追
加
と
給
与
改

定
に
と
も
な
う
人
件
費
の
追
加
七
十

一
万
七
千
同
で
す
。

閲
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定
給
与
改
定
に
と
も
な
う
人
件
費
の

追
加
六
百
二
十
三
一
万
六
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
十
億
五
千
七
百
七
十

六
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
木
造
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
九
十
万
八

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
一
億
二

千
百
五
十
七
万
八
千
同
と
な
り
ま
し

た
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
稲
川
簡
易

水
道
配
水
管
移
設
工
事
外
で
百
四
十

四
万
八
千
円
、
給
与
改
定
に
と
も
な

う
人
件
費
の
追
加
四
十
五
万
同
で
す
。
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図
土
地
取
得
に
つ
い

て

来
年
度
実
施
予
定
の
美
利
河
地
区

緑
地
等
利
用
施
設
整
備
事
業
用
地
と

し
て
、
面
積
+
一
万
二
千
二
百
七
十

八
平
方

μ
、
取
得
予
定
価
格
三
千
四

十
三
万
三
千
円
を
所
有
者
美
利
河
青

山
弘
氏
か
ら
取
得
す
る
こ
と
を
決
定
。

図
給

与

改

定

の

内

容

八
月
町
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
改

定
で
、
四
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
給
料

と
諸
手
当
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

給
料
で
平
均
二

・
三
四
%
(
五
八

一

平
成
元
年
に
今
金
町
に
嬉
し
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
北
海
道

新
聞
社
玉
催
、
北
海
道
、
ホ
ヲ
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
後
援
で
設

け
て
い
る
、
第
十
四
回
「
北
海
道
青
年
農
業
賞
」
の
選
考
委
員
会
(
委
員

長

・
七
戸
北
大
農
学
部
教
授
)
の
審
査
の
結
果
、
今
金
町
4
H
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
が
永
年
の
意
欲
的
で
力
強
い
活
動
が
認
め
勺
札
、
団
体
質
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
二
団
体
と
個
人
六
人
で
す
。
贈
呈
式
は

一
月
二
十
五
日
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
ブ
ロ
ン
ズ
賞
、
副
賞
と

し
て
二
十
万
円
、
ホ
ク
レ
ン
賞
が
喜
々
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

達員会るすを醜作種はのb
a
'
 

『
し鈴馬用食

4
H
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
組
織

及
び
活
動
内
容
は
、
二
十
代
か
ら
三

十
代
的
農
業
青
年
が
結
集
.
昭
和
四

十
二
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
低
コ
ス

ト
農
業
、
有
機
栽
培
、
無
農
薬
栽
培

な
ど
に
つ
い
て
若
い
力
で
技
術
的
限

界
に
挑
戦
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
小
豆
、

小
麦
、
大
根
、
え
ん
麦
、
ス
イ

l
ト

コ

ン

な

ど

を
町
が
無
償
で
提
供
し

た
試
験
問

一
か
を
有
効
に
使
い
、
農

繁
期
の
合
間
を
縫

っ
て
、
二
十
一
年

間
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
で
牒
袈

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、

一
時
、
大
根

は
築
ば
か
り
で

一
本
も
出
荷
で
き
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ラ

ブ
員
向
技
術
研
究
で
克
服
、
好
収
穫

に
こ
さ
つ
け
ど
う
や
ら
十
年
目
か
ら

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
農
業
振
興
だ
け
で
な
く
地
域

奉
仕
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

産
業
ま
つ
り
や
雪
ま
つ
り
に
も
参
加
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
め
は
か
町
内
全
域
内
省
舎
の
消

毒
を
引
き
受
け
た
り
、
各
保
育
園
町

草
刈
り
奉
仕
、
ま
た
学
習
活
動
と
し

て
月
二
、
三
回
、
町
民
セ
ン
タ
ー
な

と
で
、
地
域
農
業
の
将
来
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
現
在
的
平
均
年
齢
は
二

十
二
、
三
歳
で
次
の
世
代
の
ク
ラ
ブ

員
不
足
が
悩
み
。
佐
々
木
代
表
は

寸
4
H
ク
ラ
ブ
活
動
が
見
直
し
の
時

期
に
来
て
い
る
が
、
情
報
化
時
代
に

即
応
し
た
農
業
後
継
者
育
成
に
努
力

し
た
い
と
組
織
の
充
実
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
U

昭
和
四
十
二
年
か
ら
二
十
一
年
聞

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
厳
し
い
脱

業
情
勢
を
に
ら
み
な
が
ら
ク
ラ
ブ
貝

の
献
身
的
な
努
力
で
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
農
業
改
良
普
及
所
内
ア
ド

バ
イ
ス
を
求
め
な
が
ら
毎
月
欠
か
さ

ず
の
集
会
、
道
内
研
修
、
道
外
研
修
、

青
色
記
帳
会
な
ど
の
ほ
か
、
青
年
会

議
と
横
の
連
絡
を
と
り
、
寸
あ
す
の

今
金
を
考
え
る
懇
談
会
」
で
も
地
域

農
業
発
展
に
積
極
的
な
提
言
を
し
て

い
ま
す
。

昨
年
、
創
立
二
十
周
年
同
節
目
を

迎
え
、
女
性
ク
ラ
ブ
貝
の
組
織
加
入

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
地
域
お
こ
し

ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る

4
H
ク
ラ

ブ
活
動
の
あ
り
方
な
ど
、

二
十
人
的

7
ラ
プ
貝
は
組
織
強
化
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

〕3
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の狭間さんに

法
務
大
臣
表
彰

伏
川
勝
昭
、
ど
側
は
、
昭
和

凶
十
二
年
か
句
二
十
年
間
、

人
権
擁
議
委
員
と
し
て
国
民

の
基
本
的
人
権
的
擁
諮
と
自

桧
山
広
域
消
防
組
合
今
金

支
者
向
出
初
め
式
が
一
月
六

-，」
-
』

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

リスト降誕を演ずる
お遊戯会

小
百
合
保
育
園
お
遊
戯

会
が
十
二
月
十
七
日

ω小

百
合
保
育
園
で
賑
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

五
十
五
人
(
風
邪
で
五

名
欠
席
)
の
全
児
は
、
父

母
等
の
見
守
る
中
、
聖
劇

外
趣
向
を
漣
ら
し
た
八
種

レ
l
ド

消防団長 を先頭に市内パ レ ド

今
金
、
般
川
、
花
石
各
分
団
々
只

百
二
十
名
と
消
防
車
六
台
が
町
内
を

パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
町
長
、
消
防
団

長
等
の
祝
聞
を
受
け
、
今
年
一
年
内

火
災
予
防
へ
の
普
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
途
中
、
七
ヵ

所
で
ま
と
い
保
存
会
に
よ
る
ま
と
い

振
り
が
被
露
さ
れ
、
沿
道
の
見
物
人

か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
民
セ
ン
タ
ー
で
長
年

同
功
労
を
た
た
え
て
、
北
海
道
知
事
、

川
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
伝
迷
が
あ

り
ま
し
た
。

le • 
の
鉢
ょ
う
劇
や
お
遊
戯
を
元
気
い

っ

ぱ
い
踊

っ
て

い
ま
し
た
。

中
で
も
「
型
劇
」
で
は
、
二
千
年

前
の
イ
エ
ス
さ
ま
が
ど
の
よ
う
に
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
か
を
、
ひ
ま
わ
り
、

ゆ
り
組
全
員
で
一
生
懸
命
泌
じ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
年
長
組
の
「
月
夜
の

か
ぐ
や
姫
」
で
は
振
袖
姿
四
人
が
あ

振袖姿で月夜のかぐや姫を踊る

レコレア題

加
者
逮
は
き
わ
や
か
な
快
い

汗
を
流

話

し
て
い
ま
し
た
。

歩
く
ス
キ

l
に
快
い
汗
流
す

町
教
委
・
体
育
指
導
委
員
会
主
催

町
歩
く
ス
キ

l
講
習
会
が
砂
い
い
汗
流

そ
う
、
品
、
は
鍛
え
の
季
節
主
乞
テ

?
に
一
月
八
日
、
尚
美
公
園
周
辺
コ

ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
歩
く
ス
キ

l
日
和
り
の

中
、
初
心
者
を
中
心
に
二
十
名
が

参
加
指
持
只
や
愛
師
会
リ
ー
ダ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
二
時
間
に
わ

た
り
基
本
か
ら
び
っ
し
り
勉
強
し
、

講
習
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
ス
ト

Y
7
さ
ば
き
も
上
手
に
な
り
、
参

次年度繰越金 214，573円
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昭和63年度歳末たすけ合い義援金

各部落・町内等の歳未たすけ合ぃ義援金は次のとおりです。

大勢のみなさまのr:1Hfとご協力ありがとうございました。

曙 町 13，0凹 iE 石(中) 7，9曲 八 5令 10，0叩 神丘共有l 3，9∞ 
間車町 10，0∞ " (下) 8，9叩 八束中貴 3，0田 イマヌエル 4，3田

日の出町 7，0叩 里 12，7曲 H 富ノ下 4，0田 鈴問臨ー 5，0凹

車 IJ 26，0田 住 古 9，3冊 H 更生 3，8曲 " 揖ニ 3，0曲

八幡町 26，似調。 上値川 5，0曲 H 初図 3，0曲 H 下古 2 ，瓜~

本 回I27，3曲 櫨川百前 22，3曲 白 石 7.7叩 日 選 10，0曲

昭和町 13，1曲 n 駅前 6，0叩 金庫宮前 8，5曲 神丘学院旺 4，0凹

胆 町 4，1帥 中櫨 川 6，0叩 上金庫 3，9田 光の里旺 1，2曲

栄 町 29，3叩 県 ， 3，0田 11 金 3，0田 八車学位置 1，3回

大和町 47，5田 下メヮプ高台 2，4凹 上鈴壷 2，2叩 金原 H 2，5凹

末広町 20，0叩 上縮瞳 5 ，似~ 春日井 3，0曲 今壷蹄入金 10，0凹

蛙 町 27，4田 下 N 9，0田 トマンケシ 16 ，倒~ N 中学控 36，312 

南 町 10，0叩 金 J1. 1 2，0曲 中トマンケシ 2，7田 今世小学院
20，726 

繭栄町 50，8日 光 古 3，3ω 下 n 3，0曲
児童会

商工団地 17，9叩 * jf 117，0剖 神丘新興 3，加。 日年度合計

英利河三股 10，2凹 嗣 最早 15，0凹 n 中台 3，0∞ 673，288円

1リ ilj 1 3，0∞ 盟 畳 2，0∞ H 西部 3，5∞ 前年度繰越金

花石(上) 8，100 田 代 5，1田 W 高古 5，0曲 2田，675円

[円)
雪
の
冷
蔵
庫

南
町
に
住
む
菊
地
キ
リ
ぷ

定いへん便利です
宅
で

冨
を

用
し
て
冷
蔵

山
人
情
思
似
の
普
及
同
協
に
京
献
さ

札
た
功
制
に
よ
り
法
務
大
臣
表
彬

に
縦
き
、
」
l

二
月
十
九
日
役
場
応
接

室
で
函
館
法
務
局
長
か
ら
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た

a

狭
間
、
が
は
「
人
権
擁
捜
委
只
制
度

A
週

発
足
四
十
周
年
内
記
念
す
べ
き

融
制
一年
の
、
こ
の
受
賞
を
機
に
、
さ

F
Z町
民
的
方
々
の
人
権
問
題

ア
劃
を
は
じ
め
、
身
近
な
生
活
上
町

'

会
金

ι

・レ

退

陣
州
問
題
に
つ
い
て
の
相
政
相
手

コ

蜘

と
な
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

レ

品

会

づ
く
り
に
賞
献
し
た
い
日
と

酌

ur受
賞
円
高
び
と
決
定
を
述
べ
て

話

三
歳
・、

い
ま
し
た
.

消
防
団
出
初
め
式
で
パ

菊地さんの宮町冷蔵庫

時
を
作
り
活
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
雪
を
高
き
一
灯
五
十

で
い
川
、
幅
二
灯
、
奥
行
一
M
M

に
盛
り、

地
上
か
ら
八
十
H
J川
く
ら
い
の
と
こ
ろ

に
一
一
つ
の
穴
を
あ
け
、
発
砲
ス
チ
ロ

ル
の
ふ
た
を
す
る
も
の
で
す
。

中
の
也

度
は

0
℃
に
保
た
れ
ま
す
(冷
臓
庫
3

℃
)
。
野
菜
・お
餅
(ふ
ち
が
聞
く
な
ら

な
い

)
生
物

(鮮
魚
・
肉
等
)
出
物

食
べ
残
し
等
を
タ

ツ
パ

に
入
れ
て

保
存
、
随
時
出
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

作
る
と
き
の
住
芯
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
占
は
、
北
側
円
余
り
陽
町

当
ら
な
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
。
犬
、

• • 

不
用
昂
集
め
歳
末
聞
け
合
い
バ
ザ
ー

今
金
小
児
弦
会
で
は
、
歳
末
助
け

合
い
巡
動
向
一
環
と
し
て
、
恒
例
に

な
っ
て

い
る
パ
ザ
を
十
二
月
十
六

で
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
、
そ
れ
を

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
喰
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
、
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

遊
戯
室
を
仕
切
っ
た
特
設
舞
台
で
、

舞
台
と
観
客
が
身
近
か
に
感
じ
ら
れ

る
楽
し
い
お
遊
戯
会
で
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
じ

さ
ん
が
米
間
し
て
、
全
只
に
プ
レ
ゼ

叶

ン
ト
が
配
ら
れ
、
子
供
述
は
大
事
び

で
し
た
。

自
体
育
館
で
行

っ
た
。

こ
の
行
事
は
、
各
家
庭
か
ら
子
供

述
の
不
用
に
な
っ
た
品
物
を
終
的
て
‘

各
学
級
ご
と
に
出
庖
を
出
し
て
購
買

活
動
を
し
た
り
、
児
童
各
自
が
百
五

十
円
以
下
の
現
金
を
持
参
し
て
一
品

に
つ
き
二
十
円
以
下
町
買
い
物
を
楽

し
む
も
の
で
す
。
収
益
金
二
万
七
百

一
一
十
六
円
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
全

額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
述
町
商
を
か
ら
し
て
の
激
し

い
売
り
込
み
合
戦
、
目
を
輝
か
せ
て

204，叩0円

108，叩0円

96，000円

156，同0円

86，曲O円

14，390同

664，390円

義援金は

止のとおり配分されま Lたa

Uとり事L老人 34名 X6，曲0円

要醒瞳世帯 18世帯X6，曲0円

母子文子世帯 16世帯X6，冊0円

町内入院患者 78名 X2，000問

町外 43名 X2，田0円

開桂費

計

狐
等
の
印
刷
か
な
い
よ
う
八
十
句
幻
く

ら
い
上
を
利
用
す
る
。
出
し
入
れ
口

を
カ
ラ
ス
等
が
止
ま
れ
な
い
よ
う
に

垂
直
に
切
る
。
生
物
と
か
に
お
い
の

す
る
も
の
を
区
分
し
て
保
存
す
る
。

大
恨
等
し
ば
れ
や
す
い
も
の
は
、
新

聞
紙
等
で
包
ん
で
か
ら
さ
ら
に
ナ
イ

ロ
ン
に
包
み
保
存
す
る
。
三
月
い

っ

ぱ
い

利
用
で
き
る
そ
う
で
す
。

粥
地
さ
ん
は
、
宮
が
降
る
の
が
待
ち

巡
し
く
作

っ
た
そ
う
で
す
.
皆
ぷ
の

お
宅
で
も
た
め
し
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た
、
苦
を
利
用
し
た
生
活
上
の
チ

エ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹
介
下
さ
い
。

町
民
い
物
主
ど
他
的
行
事
と
は
一

味
述
、ヲ
生
き
生
き
し
た
活
動
が
み
ら

れ
ま
し
た
.

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の
ア
イ
デ
ア
募
集

光
町
皐
学
闘
に

一
昨
年
暮
れ
に
、

曲目

匿
名
で
百
万
阿
町
制
引
債
を
送

っ
て

開

く
れ
た
の
に
引
続
き
、
昨
年
十
二
月

円

二
十
六
日
に
現
金
百
万
円
が
現
金
封

万

筒
で
送
金
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

凹

今
金
局
の
ス
タ
ン
プ
印
で
き
っ
と

1
1
今
金
町
の
人
と
思
わ
れ
、
筆
跡
も
一

に
i
J
昨
年
と
全
く
同
じ
。
そ
の
あ
と
屯
話

園

ー

が
あ
り
‘
女
性
的
方
と
い
う
こ
と
は

閏

年

理
解
で
き
た
が
、
名
前
は
告
げ
ず
‘

冗

昨

高
ま
る
大
口
町
寄
付
に
・
図
面

白

た
だ
感
鮒
す
る
ば
か
り
.

A

J

凶
H
K
は

「
地
か
い
気
持
に
報
い
る

た
め
、
体
育
館
の

m築
基
金
に
M
m
A

立
て
、
有
効
に
使
い
た
い
」
と
話
し

て
お
り
ま
し
た
。

す
で
に
新
聞
報
道
な
ど
で
、

み
主
さ
ん
も
ご
存
知
的
竹
下
内
閣
の

「ふ
る
さ
と
創
成
」卒
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
固
め
各
市
町
村
三
千
二
百

余
り
に
、
人
口
規
模
、
ア
イ
デ
ア
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
一
億
円
が

配
ら
れ
ま
す
。(
六
十
三
年
度
二
千
万
円
、
平
成
元
年
度
八
千
万
円
)

使
途
は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
云
っ
て
も
自
治
省
で
は
事
業
内
容
と
し

て
人
材
育
成
、
町
お
こ
し
、
地
域
問
、
国
際
交
流
、
伝
統
文
化
の
継

承
、
地
域
イ
メ
ジ
づ
く
り
、
特
産
品
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

健
康
づ
く
り
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、

一
憶
を
ど
う
生
か
す
か
、
町
理
事
者

カ
を
合
わ
せ
知
恵
を
出
し
合

っ
て
、
町
お
こ

し
の

一
端
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
住
民
の
方
に
よ
く
理
解
し
て
も
h
え
る
形
、

あ
と
に
残
る
よ
う
な
形
で
使
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
い
ア
イ
デ
ア
、
幅
広
い
君
見

を
三
月
末
ま
で
に
町
企
画
制
強
課
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

職
員

弓匡接相 住
民
カf
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
よ
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

昭
和
六
+
二
年
度
決
算
は
、
村
本
町
政
の
初
年
度
で
、
大
き
な
目
玉
事

撲
の
な
い
中

τの
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
=
月
の
第
四
固
定
例
町
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や

町
民
生
活
に
密
着
し
た
事
撲
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
一
年
間
の
決
算
の
内
容
を
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

要概の決62年 度春日昭
一般会計町民一人

当 りの決算額

う使われた
、p
'-ー的に限られた財源を効果

歳 入 529，431円
(内町税 63，898円)

歳出 524，316円

1，306，042千円

558，283千阿

108，866千円

25，143子円

45，662千円

4.084千円

73.592千円

129，804千円
25，357千円

335，251千円

1
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費 72，4131.7% 機会

基 金

財政到控基金

国保卒業財政刑務基金

附水財政澗!'，'1基金
土地 IJ日発基金

附水卒業基金

英利河公司l、用地等基金

国営土地改良支払基金

奨学資金貸付基金

国鉄ilrr棚組代替輸語
確保基金

商工費 102，9832.4%

町 有財産の状況

災害復旧費
74，444 

1.7% 

内

訳

一般会計・特別会計で使われたお金

山

富十

一一
覇。

58，904千円

介担金及び負担金 42，3291.0%
繰越金 10，1940.2%
繰入金 2，1230.1%
交通安全対策

特別交付金 1，372 0.0% 

地方空付税

1，871，473 

43.4% 

71億36，440千円です。

.d、
Zま自支

寝顔

曙i
ネヰ

39台

一
使用料及ぴ手数料 64，6261.5% 

財産収入 48，7561.1%
， 

地方 積与 税 70，7891.6%
自動車取得税交付金 39，7840.9%

車

酔豊
62，255m' 

V
4
d
p
二

m

也
一
、
b

…宝

引

A
A

f

何
百
弘
い
』
恒

ι

q'ι

Y
M』
宇
佐
川

6

土

/
趨
脅

n'

4
3
1
 

物建

• 

" . 

• 

• 

(千円)

ぷz全" 言十 名 歳 入 歳 出 差 '31 額

国保特別会計事業勘定 657，819 654，428 3，391 

簡易水道事業特別会計 501， 511 500，068 1， 443 

老 人 保健 特別 会計 693，233 693，198 35 

収益的収入及び支出

車t ヰ又 益 総 費 用 差 ヲ| 合耳

950，596 988，892 ム 38，296
単年l主 純 阻 止38，296千円町赤字聞について挫世改良梢立金25，566千円を処分

国保特別会計施設勘定 補てん、議り 12，730千円は拙越欠損金として処理。

資本的収入及び支出

~J( 入 支 出 三せ宝企二 ヲl 合頁

11， 166 27，199 ム 16，033
資本的収支の不足額16，033千円は繰越欠損勘定留保資金をもって補てん。

。昭 和62年度の主な事業は次のとおりです。

<1'甫 助 事 業〉 (千円) 〈単 1虫 事 業〉 (千円)

田代橋歩道新設事業 94，000 美利河地区 1且泉侃削卒業 53，204 
本 村 十局 架 換事業 83，720 臨時 地 方 道 整 備 事 業 27，990 
八 束高台線道 路改良卒業 76，200 防雪棚設置取外し事業 16，340 
南栄線道路改良事業 57，257 高生産性水田農業確立推進事業 15，947 
普 通林道 小 原線開設事業 54，754 美 利 河 温 泉 周 辺 整 備 事 業 14，733 
盟 国 線 道 路舗装事業 50，000 総合体育館屋根壁面改修事業 13，600 
神 丘 6線線 道路舗装事業 50，000 投資教員住宅償還事業 13，100 
モウセウシ地区排水特別事業 49，343 季節労働者就労対策事業 11，561 
神丘10号線凍雪害防止事業 44，360 投資住宅{1'(泣卒業 10，291 
中里地区民道生産備卒業 39，584 今金築堤線道路防!墓処理事業 9，900 
稲穂、線道路舗装事業 32，200 観 光 目目 発 事 業 9，197 
青木地区 lA道舗装事業 31， 439 町 道 舗 装 補 修 事 業 8，851 
主 主回 線道路改良事業 25，360 中 里 小 学 校 外 構 整 備i卒業 7，700 
へき地教員住 宅建設卒業 18，090 優良黒毛和極導入事業 7，698 
公営住宅建替計画事業 17，123 総合公園造成町単事業 7，296 
国営北桧山左岸かんばい事業 16，832 土 地現況図修正事業 6，400 
林 業構 造改善対策事業 16，102 人工林育成特別対策事業 6，286 
飼料生産利用効率化事業 14，054 今 金 町 史 作 成 事 業 6，059 
都 市 計画総合公園造成事業 14，000 社会福祉法人豊寿図償還卒業 6，058 
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特別会計決 算 の状況



1年生
今年は109人

待ちに待った入学白目が近づいてきま Lた。 新入学児童のみなさ

んは期待に胸ふくらませている二とで Lょう。 各学校ではやさしい

お兄さんやお姉さんがみ立さんの入学を待っています。今年入学さ

れるみなさんを紹介 Lます。 名前のもれている人、転入された入は

教育委員会まで連絡下さい。

うすぐも

敬称略

学
校
名

英
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河

花

石

中

里" 
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優広祐健隆靖博朱麻洋晴 抄美 和的 大 正広大 勇賢美 備さ木省直泰奈呈直 雅
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原
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百
四
日

ω
圃
面
目
出
圏

シ
ョ
l
ン
の
思
い
出

神
丘
小
二
年

吉
本

幸
也

八
月
十
九
日
、
ば
く
の
う
ち
に
、

y
ョ
l
ン
バ
ウ
エ
ル
が
き
ま
し
た
。

夜
は
、
外
で
や
き
に
く
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
し
た
。

花
火
も
し
ま
し
た
。

水
神
さ
ん
の
お
ま
つ
り
で
、
ぼ
く
は

す
も
う
に
出
ま
し
た
.
ン
ョ

l
ン
が

お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
の
で
、
た
く

さ
ん
し
よ
う
ひ
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を
も
ら
い
ま
し
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.
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町
み
ん
う
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ど
う
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に
出
た
時
、
大
き
な
声
で
お
う
え

ん
し
ま
し
た
。
ン
ョ

l
ン
は
メ
ロ
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を
も
ら
い
ま
し
た
.

学
校
か
ら
帰
る
の
が
と
て
も
た
の

し
み
で
す
。
ン
ョ

1
ン
は
、
い
ろ
い

ろ
な
あ
そ
び
の
あ
い
手
を
し
て
〈
れ

ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
在
し
た
り
、
サ
ソ

ヵ
ー
を
し
た
り
、
花
火
を
や
っ
た
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し
ま
し
た
。

y
ョ
l
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、
お
り
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も
と

っ
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も
じ
よ
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で
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。
シ
ョ
ン

の
と
く
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立
の
は
ス
パ
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。

マ
l
ポ

l
ド
|
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も
つ
く
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
や
き
そ
ば
も
っ
く
れ
ま
す
。

た
ま
に
、
う
ち
へ
帰

っ
た
時、

シ

ョ
l
ン
は
、
お
と
う
さ
ん
た
ち
と
出

か
け
て
、
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
は
と
て
も
さ
び
し

そ
ん
な
時
、

い
で
す
。

y
ョ
ン
に
え
い
語
で

A
B
C
の

う
た
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
と

っ
て

も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
何
回
も
い

っ
し
ょ

に
う
た

い
ま
し
た
。

九
月
四
目
、
シ

ョ
l
ン
が
帰
る
の

で
、
み
ん
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で
は
こ
だ
て
ま
で
お
く

っ
て
行
き
ま
し
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。
ぼ
く
は
と

っ
て

も
さ
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し
か
っ
た
で
す
。
あ
く
し
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し
て
、
パ
イ
パ
イ
し
ま
し
た
。
さ
い

後
に
、
ン
ョ

ン
が
書
い
て
く
れ
ま

し
た
。

「
た
か
や
〈
ん
、

た
く
さ
ん

食
べ
て
、
テ
レ
ビ
を
あ
ま
り
見
な
い

で
、
そ
し
て
べ
ん
き
ょ
う
を
毎
日
し

て
ね
。
大
き
く
な

っ
た
ら
お
に
い
ち

ゃ
ん
と
ア
メ
リ
カ
に
き
て
ね
。
が
ん

ば
っ
て
。
ン
ョ

i
ン
バ
ウ
エ
ル
」

「
み
ん
怠
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
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に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。
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時
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に
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社会福祉協議会だより ¥ 1. 1. 10 

選世の里学園豊寿聞社会福祉協損金への多額の

ご都附あ'1がとヲございまLた.
(敬称略)

〈面障市〉 山崎ト ノ 三津僑信武

函館治略拍家政介時所 〈大成町〉 外山建設

長谷川 埠 高橋歌子 農協若妻全

佐藤島治 〈今金町〉 スナッ 7 瀞

〈札幌市〉 南館老人クラブ 東ハイヤ ー

椴山楠ー 南埠セン捕ター 杉山青果人間

高松 一 江 今金農業協同組合 日野ストア

〈小樽市〉 Aコープ
問中靴届いまかね庖

高嶋 吉彦 棚情富佐江 西国商届

〈苫小牧市〉 村瀬正 守 小西豆富眉

高僑寅吉 獅 戸 ツ ナ ヨ 小池菓子届

〈砂川市〉 立正i交正主愉会主山支部
、、し..，ポヲ

スーツ庖

目原 谷 進
立正i受

小川準ー支部
〈軟図県〉 ノト軒島 カオル ニコニコ a つ'1八

繍山土木 (柑つよら昆 沢 害 眉

〈瀬棚町〉 今金ライオンズ J.I.¥ 沢商会クラブ

満傾町老人クラブ 海部高居 石井和之

〈北陸山町〉 井村商盾 今金はくさん

背本力太郎 加 藤 乃 哩 摩 佐藤めとん庖

〈森町〉 今金町輯貝組合 遣藤とめ

日産鼠動蕊車営業所 中島 J 、ル 外崎鮮魚居

金丸盟ー 喜楽食主 外盟鮮魚庖

〈厚沢部町〉 今 金 崎 人 会 師団住機

北尚武雄 今 村白井子 般国牧場

〈栴石町〉 川島米穀届 内藤敬一

遠藤幸作 滝沢米韓居 相沢利子

〈乙部町〉 水里商高 直 名 4件

戸】言-寺

一
一
月
十
五
日
附
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で

二

、

場

所

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

三、

相
談
内
容

人
権
問
題
、
そ
の
他
心
配
ご
と

四
、
担
当
者

地
元
人
権
擁
謎
委
貝

函
館
地
方
法
務
局
職
員

〈
函
館
地
方
法
務
局

V

V
有
朋
高
校
生
徒
募
集

通
信
制
高
校
内
道
内
唯

一
円
高
校

『
北
海
道
有
朋
高
等
学
校
」
で
は
生

徒
を
募
集
中
で
す
。

日

項 目 対草者 実施日 日寺 間 対草地区 全 オ晶 内 寄

① 麻Lん(11しか)予防接撞 生桂18-36ヶ月児
l日t叫ー

午前中の詰盛時間 全地区
富田、岩間医院 l回按組

18日廿j 国保病院 日目師、柴田は休診

② 手Lガン 輸珍 描30龍以上の晴人 2町村 告を8付 00-8: 30 全地区 老人福祉セノター 医師による触診
12: 00-12: 30 

③ 婦人 科検 官舎 n 2日や判ト 受付
全地区 老人前祉センター 検診ll[による検査5日間 8: 00-9: OC 

6日(/11 10: 00-15: 00 老人福祉セ/ター

13日(/11 10: 00-15: 00 町 民 セ ン タ

@ i~ 相 賊 全 住 民 全 地 区 健康相談、保位指導

20日(/11 10: 00-15: 00 老人縞祉セノター

27日リD 10: 00-15: 00 町 民 セ ン タ

⑤ ⑪えf ン檎診 調35歳以上の男女
8日刷ー 丑付

全 地 区 老人福祉センター 相2全車による検査11日[，; 7: 00-8: 00 

⑥ 
妊婦相談

妊婦 の 方 14日(刈
畳付

全 地 区 町 民 セ ン タ
尿楠査、血液検査、助産婦

(母親学級) 12: 45-13: 30 指導、 t{fjif指導保健指噂

⑦ 育 児 講 座 生 f主3ヶ月児 16日制
畳付

全 地 区 町 民 セ ン タ 保随指導9 : 30-10 : 00 

③ 干し 児 健 診
生怯4、7、10、12

16日榊
畳{寸

全 地 区 町民センタ
問秒、身体計測診察、歯科

ヶ月児 12: 30-13: 00 指輔、栄強指導、保健指場

⑨ 
季節労務者検診 制~梓2火Ff特締"定役富認75ニを訟ヲのをJ去判をけ定 21日(刈

畳イ-1
全 地 区 町民センター

検尿 1(11液検査心屯図、 IIJ!
(二次検診) 9:00-10:00 底検班、保健指導、栄養指噂

⑬ 手L 児相 I~ 生挫6、9ヶ月児 23日同
畳付

全 地 区 町民センター 保健指噂13: 00-13: 30 

⑪ 目立 脱 健 E会 生後 2ヶ月と25 27日(月}
受付

全 地 区 町 民 セ ン タ 股関節X棉撮影
日以上町幼児 13: 00-14: 00 

ー
働
き
な
が
ら
、
決
め
ら
れ
た
報
告

課
題
を
自
宅
で
学
習
し
て
、
学
校
へ

送
付
す
る
こ
と
。

2
面
接
指
導
を
月
二
回
程
度
、
地
元

町
協
力
校
の
檎
山
北
高
校
で
受
け
る

こ
と
で
単
位
が
修
得
で
き
ま
す
。

一
、
出
願
資
格

例
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た

は
平
成
元
年
三
月
卒
業
見
込
町
者

二
、
出
願
期
間

平
成
元
年
一
月
二
十
三
日
開
1
一二

月
二
十
七
日
開

編

入

学

三

月

一
日
同
l
三
月
十

八
日
出

三
、
手
続
笹
類

協
力
校
崎
山
北
高
校
に
あ
り
ま
す

• • 

宮
⑥
5
3
3
1

雪
道
は

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
/

L、... 
路
上
駐
車
は
絶
対
L 
な
L、
てー

下
さ

路
上
駐
車
は
、
除
排
官
作
業
内

障
害
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通

の
流
れ
の
障
害
な
ど
地
域
住
民
の
交

通
に
も
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ま
た
降
雪
に
よ
り
、
冬
期
間
は
道

路
が
狭
く
な
り
ま
す
の
で
、
道
路
を

有
効
に
利
用
す
る
こ
と
と
、
交
通
の

安
全
確
保
か
ら
も
路
上
駐
車
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
っ
。〈

町
交
通
安
全
係
〉

=自衛官を募集中一

格

18歳以上25歳未満の男子

b畳付期間

常時畳付けております

b初任給

115，800円

b志願畳付

自衛陣今金事Jl!事務所

宮②ー0258

p寅

未来!こ額く仲間の輪一一 i

iいいまち今金夢のマチ

i 第 6回雪まつり行事予定表
< 2月11日〉
今金小世箇陣{午前11昨日分)

。 開会式暁聞き、まとい撮り (正午}

1 今金中町欠奏楽副審、コ ルマミ 合唱(午後 o時30分)

.i!jすすめコンテスト、ミカンまき(午後 l時}

i みんなで遊ぼう、ふれあいアトラクンヨン(3時一 5時)

i カラオケ針f会カラオケ大会(6時)

! フリースタイルスキ デモンス トレ ンヨン(7時)

t 大輪花火大会(7時30分)

i 綿引抽選会(B時)

i ※フリースタイルスキ 晴習会は午前中に予定

。 <2月12日〉| ……ス←…一……大蛤杭…会剖幻(いd午…F附叩…嗣削…8帥時

@みんなてで-遊ばう、ドり一ム，パ、ス yア 到手苅r町?、アトラク y ヲンゲ一ム(I叩0時-1)時)

太瞳共摘i摘疏奏会、今企イ小、叶6年太酷、函館巴太削 今金狩場太酷(正午)

! フリースタイルスキー 「エアリアル闘技， (午後 l時)

。 ー歩くスキ ツアー(2時)

宝さがL (3時)

; ウルトラクイズ(3時附)

i 人間弾丸ポプスレ ( 4時)

' 機 13、14日は官惟展示で各岨宜説会などがある.

.....-自信一一ーー 叩---ー一一回 一ーー テ マ

〕1
 

1
 

〔



2月の体目当番医

fi~0057 

2②0221 

宮④5011

E⑦3021 

8④5321 

~0221 

金)

金)

院(北桧山)

院(瀬棚)

北絵山町国保病院(北桧山)

今金町園保病院(今金)

院(今

今金町国保病院(今

平

楢

医

副首

jr~ 

f}司

崎

岩5日

11日

12日

19日

24日

26日

令。g.。告。村や 住民の動態 仲村判。

在

前月対比

8，149人 ( ー 7 )

3，948人(ー 1) 

4，201人(- 6) 

2，505世 帯 ( +1 ) 

現末月12 

人 口

男

女

世帯数

( 

s]おたんじようおめでとう

12月 5日 (昌孝弘 2男)神丘町台

12月6日(勉な長女)日の出町

12月11日(光康弘長女 )大和町

12月22日(伸幸、長見)仲丘北和

12月27日(博光、 2女)金以中央

1月 9日 (国光、長女)八束中央

1月14日 (龍幸三長女)南 町

刊介
ι粂
令
市
寸
地い弘一ロ
か香
p

奈

川健
叫進
叫
非
合
大
札
一
炉
凶春訓示制

回

国

岡

本

林

川

太

森

成

河

宮

岡

小

、J
悶いつまでもおLあわせに

村
端
ち
ゑ
さ
ん
山
歳
で
天
寿
を
も
っ
て
永
眠

〕2
 

1
 

〔

ち
且
さ
ん
は
一
月
三
日
午
後
四

〈抜

時
三
十
分
手
厚
い
看
越
の
介
も

沿

な
く
心
不
全
の
た
め
国
保
病
院

訟

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

心
か
ら

代

ご
兵
相
を
祈
り
ま
す
。

自主子三(釧路市)

寒具

末広町

種川宮前

花石(!I得阻)

大和町

(盟国)

八束南原

鼻)=阪本

12月16日 75歳

12月16日 36歳

12月19日 80歳

1月 3日 104歳

1月 4日 65歳

1月5日 68歳

l月15日 67i&

圃おくやみもう Lあげます

中山 ナツさん

佐藤浩吉な

鈴木 シノさん

村端 ちゑさん

町橋すじ江さん

南川春校三

土田圏三郎、

%日々津英ーさん(煤

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

f
、制
②
O
A
l
A
l
A
l

番

ち
ゑ
さ
ん
は
明
治
十
七
年
七
月
十
七

日
、
福
井
県
大
野
郡
上
庄
村
(現
大
野

市
)
で
生
ま
れ
、

二
十
二
歳
の
時
.
夫

弥
七
さん(
昭
和
二
十
八
年
死
去
)
と
枝

道
、
現
在
的
北
桧
山
町
栄
で
開
拓
の

ク
ワ
を
下
ろ
し
た
。
明
治
四
十
四
年

開
通
予
定
の
花
石
駅
前
で
営
農
か
た

が
た
庖
を
開
業
(
酒
も
販
売
)
。
夫
が
死

亡
後
、
庖
を
や
め
養
子
夫
婦
の
扶
養

を
う
け
、
昭
和
五
十
四
年
秋
か
ら
盟

舟
闘
で
余
生
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

桧
山
管
内
二
番
目
町
長
舟
者
で
L
P3

編
一集

V

一
月
八
日
か
ら
元
号
は
「
平
成
」

何
か
お
正
月
が
二
度
来
た
よ
う
な
錯

覚
が
し
ま
す
。

「平
成
」
的
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

寸
国
の
内
外
に
も
、
天
地
に
も
平
和

が
達
成
さ
れ
る
し
と
解
釈
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
平
和
な
世
の
中
が
い
つ

ま
で
も
続
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
a

v暖
冬
山内
変
、
ま
さ
に
今
年
は
こ
の

こ
と
ば
が
ピ
ソ
タ
リ
の
年
で
冬
ま
つ

り
関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
て
い
ま

す
。こ

の
広
報
が
み
な
さ
ん
の
手
元
に

届
く
頃
は
‘

官
像
造
り
に
毎
日
汗
を

流
し
て
い
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


